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退官教官研究業績表

小野和人教授：

亙．著書

1．『ヘンリー・ジェイムズ『ねじの回転』へのアプローチ』（共著）文理書院　88頁（第

　　4章担当）1970年10月

2．『アメリカ文学を読む　30回』（共著）太陽社　448頁（第5章，第22章担当）ユ981年

　　4月

3。『生きるソロー一』（共著）金星堂　ユ67頁（第3章担当）1986年4月

4．『ソローとライシーアム：アメリカ・ルネサンス期の講演文化』（単著）開文社　243

　　頁　ユ997年4月

5．3’磁63’ηH6ηびD副4艶。肥磁（共編著）六甲出版　240頁（全体の編集，及び第1部

　　第7章担当）1999年9月

翼．論文

1。「情熱と挫折（ヘンリー・ジェイムズの『ある婦人の肖像』について）」

　窺漉R6v∫8w（京都大学大学院英米文学専攻修了者会誌）Vd．2。23－28頁　1965年7

　　月

2．「立場と意識のドラマ：ジェイムズの初長編作Ro4朗欲撫450ηについて」『長崎大学

　　教養部紀要・人文科学』第6巻　63－78頁　1966年4月

3．「ヘンリー・ジェイムズの作品にあらわれた場とヴィジョン」『長崎大学教養部紀要・

　　人文科学』第7巻　101－U6頁　1967年4月

4．「ヘンリー・ジェイムズの作品に於ける情景描写について」　『長崎大学教養部紀要・

　　人文科学』第8巻　97一ユ12頁　1968年4月

5．「ヘンリー・ジェイムズの静的状況：その魅力と効果」『視界』（京都大学文学部文学

　　科大学院生及び修了者会誌〉第U号　ユ8－27頁　1968年10月

6．「ヘンリー・ジェイムズのτ加　80飾漉η5について」　　『長崎大学教養部紀要・人文

　　科学』第9巻　59－67頁　1968年12月

7．「ヘンリー・ジェイムズの跣67加rηげ伽5cz器に於ける混沌の状況」

　『長崎大学教養部紀要・人文科学』第ユ0巻67－75頁　ユ969年ユ2月

8．「陥Z4朋における自然の場」　『広島大学教養部・外国文学』第10巻　73－93頁　ユ972

　　年4月
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2 言語文化論究17

9．“S亀feams　in　He瓢y　Th◎rea雛’s　A挽εた。碗舵Co㌶co羅α磁醒6理伽αcんR漉ボ，3魏4～ε3加

　　A膨r磁ηゐ舵m朗z8（中・四国アメリカ文学会会誌）No．U．17－23頁　1975年1月

ユ0．“Co溢aαwith　Wiide凱ess”『広島大学総合科学部・言語文化研究』　第2巻　35－53頁

　　　1977年4月

11。「艶oreauにおける内面探究の姿勢と表現」『九州大学・英語英文学論叢』第30集　1

　　－18頁　1980年2月

12．『アメリカ文学の新展開・小説』（山ロ書店，678頁）分担執筆（「ジェイムズ・グール

　　ド・カズンズ」の章担当）335－381頁　1983年7月

13。「『ウォールデン』における講演の要素」『ヘンリー・ソーロウ協会会報』第10号　5

　　一一10頁　1983年ユ2月

14．「ポオにおける一人掛の語り1「楕円形の肖像」と「告げロ心臓」を中心に」『九州大

　　学・英語英文学論叢』第34集99－114頁ユ984年1月

15．「尾崎喜八とHe蟹y騒ore負u：共通の姿勢について」『九州大学・英語英文学論叢』第

　　35集　99－l16頁　1985年3月

16．「A既盈。η∫舵Co鷹。㎡碑4認6γr諭α改窺yεz3における騰oreauの文体観」A砺侃（京都

　　大学英文学会会誌）NG．31．57－70頁　1985年差0月

17．“踏e宅磁cal　Q観e畷◎聡i物恥Z漉バ『九州大学・英語英文学論叢』第37集　1一一12頁

　　ユ987年3月

18．「「野生のリンゴ」の文体について」『ヘンリー・ソーロウ協会会報』第15号　11－16

　　頁　1987年3月

19。「ソーロウとライシーアム」『ヘンリー・ソーロウ協会会報』第18号　26－31頁　1991

　　年12月

20．「『ウォールデン』の結論部における四行の引用詩：その原詩と大意」『ヘンリー・ソ

　　ロー研究論集』（日本ソロー学会会誌，誌名変更）第19号　59－64頁　1992年12月

21．「ソローの入獄とライン河畔の幻想」A砺侃（京都大学英文学会会誌）N◎．41．57－70

　　頁　1995年ユ1月

22．「コンコード・ライシーアム」『九州大学・言語文化論究』N◎．7．13－24頁　1996年

　　3月

23．「ソ今一の『ウォールデン』におけるペルソナ」銑8κ郷枷R伽甜（九ナト1大学『九州

　　レビュー』の会）第1号　！－6頁　1996年10月

24．「ソローとコンコード」『別府大学・英語英米文学論集』第29号　36－48頁　ユ997年2

　　月

25．「「生きている道」：ソローの詩「旧マルボロー街道」について」7舵κ照触Rε卿w（九

　　州大学『九州レビューの会』）第2号　51－58頁　1997年10月

26．「「クタードン」の制作過程1メモ，講演から作晶へ」『ヘンリー・ソロー研究論集』（日

　　本ソロー学会会誌）第25号　20－34頁　1999年5月

27．「LAsimovのS：F作品における言語運用の工夫と効果」『九州大学・言語文化論究』

　　N◎．ユ2　15－28頁　2000年8月

28．“The　S猟As　a　Morning　S毛af：AS細dy　of£he　Closi簸g　Words　oぜ物14εバ『ヘンリー・ソロー一

　　研究論集』（日本ソロー学会会誌）第27号　1－12頁　200ユ年3月
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3

29。「アメリカ・ルネサンス期の文化・文学における宇宙意識1概観」『九州大学・英語英

　　文学論叢』第52集　35－54頁　2002年2月

30．「ヘンリー・ソローの宇宙意識」『九州大学・英語英文学論叢』第53集　1－21頁

　　2003年3月

籔．翻訳

1．『アメリカ・南部・南西部』（R搬S重e漁原作AL二一ッ％獄G厩漉夢。五加三三45磁器

　　50勲伽43傭伽65∫の翻訳）英宝社（共訳）279頁　担当分10－18頁，119－133頁，146

　　－157頁　1982年5月

2．『メインの森：真の野生に向う旅』憤e廼ry賄◎reau原作防ε1痂醜鞠。挑の翻訳）金星

　　堂（個人訳）344頁　1992年8月，講談社学術文庫　468頁　1994年7月

3．「月下の自然」喧e鰐騰◎reau原作跣ε磁。醗の翻訳）（個入訳）『九州大学・言語文化

　　論究』No．14．205－220頁　2001年7月

4．「月下の自然購（He難ry騒orea建原作蹄ε禰。侃の翻訳：続き）（個入訳）『九州大学・

　　言語文化論究』N◎．ユ5．ユ41－154頁　2002年2月

5．「サドルバック山の一夜」僚e遡脇◎re鋤原作A既盈。薦舵Co濯。㎡躍4　Mεダr珈α凶

　　羅v6謂からの部分訳）（個人訳）『九州大学・言語文化論究』165－174頁　2002年7月

騨．書評

1．「上岡　克己著『ウォールデン』研究：全体的人間像を求めて』」（旧史社）『英語青年』

　　8月号　1993年8月

2．「ヘンリー・D。ソロー著，飯田　実訳『コッド岬』」『信濃毎日新聞・読書欄』　1996

　　年12月

3．「伊藤　詔子著『よみがえるソロー1ネイチャー・ライティングとアメリカ社会』（柏

　　書房）『アメリカ文学研究』（日本アメリカ文学会会誌）ユ14－122頁　1998年2月

V．報告・解説

1．“0簸搬ε三厩麗％04ゴ，κ郷勧んηε漉磁舘群α醗6（九州アメリカ文学会会誌）Nα19．

　　67－69頁　1983年5月

2．“黙dNar麟ve嶽Poe”，κ郷勧A魏8漉研肋ε薦オ岬ε（九州アメリカ文学会会誌）NG．24．

　　70－72頁　1988年7月

3．「H：．D．ソロー全集資料室」『英語青年』1月号　1991年1月

4。「ネイチャー・ライティング・ブックガイド」（分担執筆）『ユリイカ』青土社，分担

　　分235－237頁1996年3月号
5．「コンコード・ライシーアム余話」物1c伽。（鹿児島大学英文学会会誌）第26号　1－

　　3頁1998年3月
6．『たのしく読めるネイチャーライティング』ミネルヴァ書房　292頁（分担執筆）担当

一175一



4 －i書語文化論究！7

分36－37頁，64－65頁1998年10月

聡．大学教科書

1。

2。

3。

4．

A鴛、r㍑vだα面。麗如A翫εγガ。α死Rεηαど∬αηcε　　共編言主　　英宝社　　1981年12月

A彫8万。ση勘ηo槻醐α’3∫oアッφゾ翫ε、乙αη4αη4、馳opZ6　編言主　　南雲堂　　1984年2月

野ψ3αη4海麗r㍑の・3’Fかε《魏6擁。αη5ぬ。汀3オoγ陀3　編言主　　開文社　　1990年3月

C痂。舵η50塑ヵr∫加50κ1　共編註　金星堂　1997年1月
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5

退官教官研究業績表

高　藤　冬　武　教　授

亙．著書

　なし

亙．論文

1。「言葉の二面性1コルネーユの嘘つき男」『大阪樟二女子大学論集』第5号，57－62頁，

　　大阪樟二女子大学，ユ967年。

2。「クレーヴの奥方一会話」『フランシア』第U号，28－36頁，京都大学大学院フランス

　　文学科，1968年。

3．「中世の一面一トリスタンとイズー」『大阪樟蔭女子大学論集』第9号，37－47頁，大

　　阪樟蔭女子大学，1971年。

4．「なぜ別れか（1）一近代フランス小説に現れた愛の逆説」『大阪樟蔭女子大学英米文

　　学会誌』第10号，59－69頁，大阪樟蔭女子大学，1973年。

5．「なぜ別れか（2）一ジッド『狭き門』」『大阪樟蔭女子大学英米文学会誌』第13号，41

　　－54頁，大阪樟蔭女子大学，1976年。

6．「入生の一断面一モーパッサンの短編」『大阪樟蔭女子大学英米文学会誌』第！4号，59

　　－74頁，大阪樟蔭女子大学，1977年。

7．「ラファイエット夫人再読一動詞〈見る〉（voir）をめぐって」『掲佛文學研究』第31

　　号，！27－157頁，九大独仏文学研究会，198！年。

8．「再読B．コンスタン：『アドルフ』」（1）『猫佛文學研究』第33号，1－19頁，九大

　　独仏文学研究会，1983年。

9．「再読B．コンスタン：『アドルフ』」（2）『旧記文學研究』第34号，203－242頁，九

　　大独仏文学研究会，1984年。

10．「再読B．コンスタン1『アドルフ』」（3）『掲佛文學研究』第35号，126頁，九大

　　独仏文学研究会，1985年。

ll．「再読B．コンスタン1『アドルフ』」（4）『猫佛文學研究』第37号，1－27頁，九大

　　独仏文学研究会，1987年。

12．「再読B．コンスタン：『アドルフ』」（5）『猫佛文學研究』第4ユ号，22！－232頁，九

　　大独仏文学研究会，199ユ年。

13．「B．コンスタン：セクシュアリテの謎旧記に即して）」（研究ノート）『STELLA』
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6 言語文化論究！7

第10号，131－！36頁，九州大学フランス語学フランス文学研究会，ユ991年。

璽．翻訳（編注・解説）

1．「B。コンスタン瓢シャリエール夫人書簡」（D『R（》MAND珊第15号，14－19頁，

　　スイスロマンド文化研究会，ユ992年。

2．「B。コンスタン：『日記』」（1）『言語文化論究』第4号，75－87頁，九州大学言語

　　文化部，1993年。

3．「B．コンスタン瓢シャリエール夫人書簡」（2）『ROMAND狙』第16号，13一ユ8頁，

　　スイスロマンド文化研究会，ユ993年。

4．「B．コンスタン1『日記』」（2）『言語文化論究』第4号，ユ47－156頁，九州大学言

　　語文化部，1994年。

5．「B．コンスタン：『日記』」（3）『猫佛文學研究』第44号，231－260頁，九大独仏文

　　学研究会，ユ994年。

6。「B。コンスタン瓢シャリエール夫人書簡」（3）『ROMAN腿E』第ユ7号，3－9頁ス

　　イスロマンド文化研究会，1994年。

7．「B．コンスタン：『日記』」（4）『猫佛文學研究』第45号，197－221頁，九大独仏文

　　学研究会，1995年。

8．「B．コンスタン＝シャリエール夫人書簡」（4）『ROMAND亘E』第18号，27－33頁，

　　スイスロマンド文化研究会，1995年。

9．「B．コンスタン：『日記』」（5）『言語文化論究』第7号，143－152頁，九州大学言

　　語文化部，1996年。

10．「B．コンスタン1『日記』」（6）『掲佛文學研究」第46号，89－U2頁，九大独仏文

　　学研究会，1996年。

11．「B．コンスタン鳳シャリエール夫人書簡」（5）『ROMAN劔E』第19号，3－9頁，

　　スイスロマンド文化研究会，1996年。

12．「B。コンスタンニ陀記』」（7）『九州大学言語文化論究』第8号，231－243頁，九

　　州大学言語文化部，1997年。

13．「B．コンスタン＝シャリエール夫人書簡」（6＞『ROMAND亙琶』第20号，14－20頁，

　　スイスロマンド文化研究会，1997年。

14．「B。コンスタン1

　　研究会，1997年。

15。「B。コンスタン：

　　学研究会，1998年。

16。「B。コンスタン：

　　研究会，1999年。

17。「B。コンスタン：

　　研究会，2000年。

18。「B。コンスタン：

『日記』」（8）『猫佛文學研究』第47号，57－79頁，九大独仏文学

『日記』」（9）『猫佛文學研究』第48号，109－133頁，九大独仏文

『日記』」（10）『掲佛文學研究』第49号，73－97頁，九大独仏文学

『日記』」（11）『猫佛文學研究』第50号，29－45頁，九大独仏文学

『日記』」（！2）『言語文化論究』第B号，177－201頁，九州大学言

語文化研究院，2001年。
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19．「B．コンスタン：『日記』」（13）『言語文化論究』第！4号，22！－252頁，九州大学言

　　語文化研究院，2001年。

20．「B．コンスタン：『日記』」（14）『言語文化論究』第16号，175－229頁，九州大学言

　　語文化研究院，2002年。

21．「B．コンスタン1『日記』」（！5）『言語文化論究』第17号，71－U9頁，九州大学言

　　語文化研究院，2003年。

lv．雑

1．「なみだがわ」『浪曼派』第12号（保田輿重郎追悼），102－105頁，出雲書店，1982年。

2．「敷松葉の色気」『保田與重郎全集』（第33巻月報），6－8頁，講談社，1988年。

3．「生田耕作先生のこと一思い出すままに」『イクタコウサク』，U7－130頁，騎虎書房，

　　ユ997年。

4．「フランス文学と恋愛」『プシコ』，54－55頁，冬樹社，2001年。

5．「ある日の鳴瀧終夜亭」『保田與重郎文庫』（第27巻解説），245－251頁，新学社，2002

　　年。
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8 言語文化論究17

退官教官研究業績表

廣　田 稔　教　授

亙。著　書

1．『ワイルドフェル　ホールの住人』（共著）（『ブロンテ研究』開文社　1983pp．195～225）

2．「嵐が丘一西欧ロマン主義の一系譜一』（共著）（「愛のモチーフ』今流社　1995

　pp。ユ93～207）

3．『嵐が丘』二一解明への試み（共著）（『ヴィクトリア朝の小説』一女性と子女昏一英宝

　　社1999pp．59～84）

E．論　文

！。「登ea建hcliffとCa芝her沁e一その心理的展開」1966　Caim　No。7　ppユ4～26

2。「Charlotte　Bfonteに見る独立自尊の精神」1966　Cairn　No．8　pp．12～23

3．「A盤ne　8ro犠6に見る宗教性j　l968佐賀大学英文学紀要2号　pp．13～41

4．“The　World　of　Lone墨i蕪ess緻d撒oce懸ce　l鷺撫伽珈8　H8ガ8傭”　1970　佐賀大学教養部

　　紀要2号　pp。ユ9～45

5．‘竃搬i璽yBro簸te餓d　Her　celtic　Backgro囎d（1戸1972　北九州大学開学25周年記念論文集

　　　pp。537～558

6、‘rEmi茎y翫○搬6　a磁Her　Ce至t量。　8　ackgfo脇d（m”1973　北九州大学文学部紀要8号　pp．1

　　～16

7．「ジェイン・オースティンの文学一その思惟構造をめぐって」1973　北九州大学文学

　　部紀要9号pp。37～61

8．「オースティンの文学とブロンテ姉妹の文学一その対比的考察一」1974　北九州大学

　　文学部紀要10号　pp．39～65

9．「ブロンテ姉妹と小説の伝統」　1975佐賀大学英文学研究　pp．84～！02

10．「エミリ・ブロンテとエドガー・アラン・ボー『嵐が丘』と『アッシャー家の崩壊』

　　との接点」　1977　九州大学英文学論叢27号　pp。115～ユ36

11．“The琶leme麺ts　of　Americ蹴設oma簸ce　in　W励6謝g　Hε’g伽3”ユ980　九州大学英文学論叢30

　　号pp．57～75

12．「蹄εみ喫∬o一その手法と限界」1981九州大学英文学論叢3ユ号　pp．39～64

13。「函co納Ro催試論」1984　ヴァージニア・ウルフ協会創刊号　pp．23～33

14．「ヴァーージニア・ウルフ研究一ウルフにおける新しい小説の試み」ユ986　九州大学英

一180一一
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　　文学論叢36号　pp。31～54

15．「アン・ブロソテーそのモラリスト的資質と発展」1988　九州大学英文学論叢38号

　　峯）P。43～69

16．「P∫ηc伽擁α漉η考一ギリシャ悲劇との接点」ユ989　九州大学英文学論叢39号　pp．29

　　～50

17。「自然愛から人問愛へ一独歩におけるワーズワース的感性」1990比較文学（臼本比

　　較量学会）第33巻　pp．7～19

ユ8．「ワーズワス『序曲』第3巻一16簸g－back’dから1◎額g－rGofdをめぐって」1997九州大

　　学英文学論叢47号　pp．1～13

19。「ブロンテ研究ノートー『嵐が丘』再考」1997　九州大学言語文化部品究8号　pp．89

　　～ユ00

20。「アン・ブロンテ研究ノートー作家のテーマと執筆の目的」2000九州大学言語文化

　　部論究　pp．1～8

21．「写実と想像のはざま一『意識下の意識』ワーズワスの詩想への一考察」2001九州

　　大学言語文化研究院言語文化論究ユ3号　pp．1～13

22．「藤山治一のドイツ語シーボルト論事情一ハンス・ヨアヒム・クナウプ氏の論考を基

　　に一」2002　九州大学言語文化研究院言語文化論究ユ6号　pp。53～64

還．翻訳・辞典等

1。「マンスフィールド短篇集」1986　開文社（編註）

2．「ウィリー・エリン」翻訳　1995　『ブロンテ全集第1巻』　みすず書房

3．「講談社キャンパス英和辞典」分担執筆　1998　講談社　C項，S項

4．「研究社ブロンテ姉妹小辞典」において「嵐が丘」及び「ジェイン・エア」を担当執

　　筆　1998　研究社

罪．書　評

1．‘A雛eBr◎飢e　T加αher（）魏e”1991　「ブロンテ・スタデイーズ」日本ブロンテ協会

2．「ブロンテ姉妹の時空」1998　「ブロンテ・スタディーズ」日本ブロンテ協会

3．岡田愛子著「魂と風景のイギリス小説」南雲堂　2001年　2002　日本比較文学会『比

　　較文学』第44巻

V．その他

1．重要文化財菊屋住宅（毛利藩御用商家）英文パンフレット　1984　山口県萩市

2．グレッグ・テイラー1「萩一維新胎動の地」Na重油al　Ge◎graphic誌　翻訳　1986　朝

　　日新聞に記事

3．『ワイルドフェルホールの住人』の不完全版と冒頭の省略　1991Br。凱6　News1磯er　of

　　Jap撒　日本ブロンテ協会

一18！一
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4．「ケンブリッジーキャムの流れに寄せて」1993　九州大学言語文化部フォーラム

5．「ケンブリッジと文入たち」ユ993　日本比較文学会九州支部大会報

6．「追憶の夏」！994　「流域」所収　青山社

7．「ペンブロークカレッジと∫．プリン先生」1997　日本比較文学会九州支部会報
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